
令和４年度当初予算　復活見積調書（市長）　 都市計画部　

■一般会計 （金額：千円）

一財 一財 国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源 国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源

1 都市計画課 都市計画推進費
立地適正化計画およ
び地域再生計画の中
間検証業務

　最新国勢調査人口メッシュデータ
を作成および施設の新設や廃業等
を把握することで、目標値の分析を
先行して行い、分析以外の変更内
容を令和5年度に行うなど、予算と
事務量の平準化が図れるとともに、
地域との検討にあたってより正確な
データをもとに協議を進めることが
できます。

令和4年
　　5月　調査業務契約締結
　　8月  都市計画審議会（評価内
容）
    9月　草津市地域再生推進協議
会（評価内容）
令和5年度
　　立地適正化計画、草津市版地
域再生計画　改訂予定
※都市計画審議会にて、評価内容
と改訂時期を諮る。

2,343 2,343 0 0 2,343 2,343 1,771 1,771

市長査定により、事
業内容を確認し、必
要額を措置しまし
た。

2 都市計画課 都市計画推進費
草津PAと連携した拠
点整備基本構想策定
業務

　地域振興機能や広域的な防災機
能を備えた公共交通結節拠点を整
備することで、市民の交通利便性
や生産性の向上および地域の活性
化や安全・安心に寄与し、草津市都
市計画マスタープランに位置付けら
れている複合連携核としての拠点
の形成を図ります。

≪令和4年度スケジュール≫
・検討会の開催（年４回程度）
・利用者アンケート、サウンディング
調査の実施
・施設機能やゾーニング、動線ネッ
トワークの検討
・基本構想の策定

3,894 3,894 0 0 18,454 18,454 13,084 13,084

市長査定により、事
業内容を確認し、必
要額を措置しまし
た。

3 都市計画課 都市計画推進費 地域再生専門家謝礼

　老上西学区では、学区の地域再
生に向け、中間水路および矢橋帰
帆島の利活用について、検討を重
ねられています。この利活用にあ
たっては、住民の合意形成や専門
的な知見の取り入れ等が必要であ
ることから、その専門家が所属する
立命館大学より専門家を招へいし
ワークショップやフィールドワーク等
に取り組むことを目的としていま
す。

・令和4年4月～7月：今年度の動き
等の確認、ＷＳ開催
・令和4年8月～11月：先進地視察、
ＷＳ開催
・令和4年12月～令和5年3月：ＷＳ
開催、結果とりまとめ、成果報告

280 280 0 0 280 280 0 0

市長査定により、他
事業との優先度、課
題整理の状況から、
措置しませんでし
た。

4 都市計画課 都市計画推進費
東海道沿道無電柱化
事業

　東海道沿道を無電柱化することに
より、本陣周辺エリアの景観を向上
させ、景観形成重点地区の基準お
よび東海道草津宿本陣地区計画に
基づき歴史街道の街並みを保存し
ます。
　また、併せて災害時における電柱
倒壊の防止や道路環境の改善によ
る通行空間の安全性・快適性の確
保を図ります。

R4　本体管路工事
　　　上水道管移設工事
　　　ガス管移設工事

R5　上水道管移設工事
　　　入線・抜柱・舗装工事

200,057 11,661 0 0 174,090 86,500 77,900 9,690 174,090 86,500 77,900 9,690

市長査定により、事
業内容を確認し、必
要額を措置しまし
た。

5 都市計画課 都市計画推進費
東海道沿道無電柱化
事業（上水道移設補償
費）【債務負担】

　東海道沿道を無電柱化することに
より、本陣周辺エリアの景観を向上
させ、景観形成重点地区の基準お
よび東海道草津宿本陣地区計画に
基づき歴史街道の街並みを保存し
ます。
　また、併せて災害時における電柱
倒壊の防止や道路環境の改善によ
る通行空間の安全性・快適性の確
保を図ります。

R4　本体管路工事
　　　上水道管移設工事
　　　ガス管移設工事

R5　上水道管移設工事
　　　入線・抜柱・舗装工事

0 0 29,900 14,900 13,400 1,600 29,900 14,900 13,400 1,600
政策的な判断等を要
するため、市長査定
としました。

番号 所属名 事務事業名 項目 目的・効果 計画・スケジュール等
当初

見積額
部長間
調整後

復活
見積額

査定額
財　　　源　　　内　　　訳 査　　定

結　　果

財　　　源　　　内　　　訳



令和４年度当初予算　復活見積調書（市長）　 都市計画部　

■一般会計 （金額：千円）

一財 一財 国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源 国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源
番号 所属名 事務事業名 項目 目的・効果 計画・スケジュール等

当初
見積額

部長間
調整後

復活
見積額

査定額
財　　　源　　　内　　　訳 査　　定

結　　果

財　　　源　　　内　　　訳

6 交通政策課 交通対策調整費
まめバス関連事業（ま
めバス車両購入補助
金除く）

　バス交通不便地の解消のため、
路線バスが走っていない地域をま
めバス等で運行しており、地域住民
の移動手段を確保するために取り
組むものです。

・令和４年１月
　動態調査（草津駅下笠線）
･令和４年２月
　地域と協議（草津駅下笠線・商店
街循環線）
・草津市地域公共交通活性化再生
協議会
･令和４年６月
  草津市地域公共交通活性化再生
協議会
･令和４年９月
  草津市地域公共交通活性化再生
協議会
･令和４年１０月
　商店街循環線　再編
･令和４年１１月
　草津駅下笠線　本格運行実施

80,461 80,461 68,369 68,369 12,406 12,406 12,406 12,406

市長査定により、事
業内容を確認し、必
要額を措置しまし
た。

7 交通政策課 交通対策調整費
南草津駅周辺交通渋
滞対策事業

　南草津駅東口ロータリーにおける
交通渋滞や公共交通の運行への
支障、またバス待ち行列等の課題
解決に向け、関係者で組織する南
草津駅周辺交通対策検討会におい
て、駅ロータリーの活用方法につい
て社会実験を通じて検討してきまし
た。
　東口ロータリーの交通規制や駅
ロータリー内の整備だけでは駅周
辺道路を含む抜本的な渋滞対策と
はならないものの、まずは駅ロータ
リー内の混雑緩和を図り、併せて
南草津の玄関口として駅前のにぎ
わいを創出するための整備方法に
ついても検討するものです。

・令和４年度
　基本設計、バスシェルター整備
（一部）
・令和５年度
　実施設計、改修工事
・令和６年度
　東口ロータリー交通規制運用開
始

17,061 4,361 0 0 30,866 8,300 22,566 30,866 8,300 22,566

市長査定により、事
業内容を確認し、必
要額を措置しまし
た。

8 交通政策課
自転車駐車場管
理運営費

草津駅西口自転車駐
車場建替関連事業

　草津駅西口自転車駐車場は、昭
和５６年の供用開始から４０年経過
しており、施設の老朽化が深刻な
状況です。
　このことから、老朽化した施設を
建て替えるとともに、自転車駐車ス
ペースを拡大することで、自転車の
利用促進と周辺環境の整備を進め
るものです。

・令和４年度
　仮設駐輪場建設工事、西口駐輪
場建替工事実施設計、指定管理者
募集
・令和５年度　～令和６年度
　仮設駐輪場運営、西口駐輪場解
体・建替工事
・令和７年度
　西口駐輪場供用開始、仮設駐輪
場解体工事

143,995 134,495 0 0 129,469 5,900 5,300 118,269 129,469 5,900 5,300 118,269

市長査定により、事
業内容を確認し、必
要額を措置しまし
た。

9 交通政策課
草津駅前地下駐
車場管理運営費

草津駅前地下駐車場
便所改修工事

　草津駅前地下駐車場は、平成８
年の供用開始から２５年が経過し、
施設内の便所の経年劣化が顕著と
なっており、便器の破損、天井から
の漏水、設備不具合が多発してい
る状況であることや、便所のバリア
フリー化がされておらず、車椅子利
用者や高齢者の方が段差で転倒す
るという事案が発生していることか
ら早急に改修を行うものです。

・令和４年度
　草津駅前地下駐車場便所改修工
事
　草津駅前地下駐車場便所改修工
事監理業務

42,054 21,054 0 0 43,817 21,900 19,700 2,217 43,817 21,900 19,700 2,217

市長査定により、事
業内容を確認し、必
要額を措置しまし
た。



令和４年度当初予算　復活見積調書（市長）　 都市計画部　

■一般会計 （金額：千円）

一財 一財 国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源 国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源
番号 所属名 事務事業名 項目 目的・効果 計画・スケジュール等

当初
見積額

部長間
調整後

復活
見積額

査定額
財　　　源　　　内　　　訳 査　　定

結　　果

財　　　源　　　内　　　訳

10 建築課 住宅政策推進費
住宅マスタープラン他
2計画策定業務
【債務負担】

　住宅マスタープランは平成２２・２
３年度に策定（中間見直し平成２８
年度）し、計画期間が平成２３～令
和３年度までとなっており、空き家
対策計画は平成２８年度に策定し、
計画期間が平成２９～令和３年度
までとなっています。ともに令和３年
度末に計画最終期を迎えるため、
次期計画への改定を進める必要が
あります。
　また、本市におきましては、分譲
マンションの増加により、今後想定
されるマンション特有の課題に対応
する為、マンション管理適正化の推
進のための施策を講じていくことが
必要と考えています。
　住宅マスタープランと一体的に空
き家対策計画、マンション管理適正
化計画の関連計画の策定（改定）
に取り組むこととし、効率的かつ効
果的な計画の策定を行います。

令和４年　７月　契約
　　　　　　 ９月　市民アンケート
　　　　　　　　　　マンションヒアリン
グ
令和５年　３月　住宅マスタープラン
　　　　　　　　　　骨子案作成
　　　　　　 ４月　空き家所有者
　　　　　　　　　　アンケート
　　　　　　 ８月　空き家・マンション
　　　　　　　　　　骨子案作成
令和６年　３月　業務完了

22,055 14,655 0 0 22,055 7,400 14,655 16,800 5,014 11,786

市長査定により、事
業内容を確認し、必
要額を措置しまし
た。

11 建築課 住宅政策推進費
住宅政策審議会委員
報酬・賄

　これまでの「住宅マスタープラン策
定委員会（附属機関）」の名称を
「（仮称）住宅政策審議会」に変更
し、併せて、「空き家対策推進協議
会（要綱）」を廃止する形で、住宅政
策課題の審議会を統一して審議、
評価を行うことで整合性が高く、効
率的・効果的な計画の策定と進捗
管理を目指します。

令和４年　６月　　委員選定
　　　　　　 １０月　第１回審議会
令和５年　１月　　第２回審議会

200 200 0 0 187 187 187 187

市長査定により、事
業内容を確認し、必
要額を措置しまし
た。

12 建築課 住宅政策推進費 空き家実態調査業務

　市内の空き家につきましては、平
成２８年度に実態調査を行いました
が、５年の経過から、現在の実態を
把握する必要があります。そのデー
タにつきましては、空き家対策計画
の基本方針にも定めている空き家
の適正管理・利活用を推進するた
めに重要なものとなります。
　また、住宅マスタープラン改定方
針検討に先立ち実態把握を行うこ
とで、効率的かつ効果的な計画の
策定を行うことができます。

令和４年　５月　　　　　　契約
　　　　　　 ８月～１２月　実態調査
令和５年　３月　　　　　　業務完了

6,600 6,600 0 0 6,600 6,600 6,600 6,600

市長査定により、事
業内容を確認し、必
要額を措置しまし
た。

部合計 519,000 280,004 68,369 68,369 470,467 136,600 0 124,600 0 209,267 458,990 134,214 0 124,600 0 200,176


